
世界文化遺産「中国大運河」

大運河の最南端　水の都・杭州

水路に囲まれた町
「烏鎮」「西塘鎮」
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無錫運河（江蘇省南部、無錫市）
　無錫は「太湖の真珠」と称される、３千
余年の歴史を持つ江南の古い都市。南部に
太湖があり、広い太湖には川や渓流が密に
分布。典型的な江南水郷の風光を呈してい
る。無錫の風景は「絵のように美しい」と
よく言われる。

微山運河（山東省南西部、済寧市）

　済寧は古くから交通の要地として栄え
た。隋の時代以降、大運河が市内中心を通
り、明・清の時代には山東省で最も経済が
栄えた都市となった。繁栄ぶりは蘇州と比
べられ、「江北小蘇州」とも呼ばれた。

蘇州運河（江蘇省南部、蘇州市）
　蘇州は古代の「呉」の国。全体的に地勢
が低いため、湖沼が多く、川が縦横に流れ
ており、江南水郷として多くの人によく知
られている。蘇州古城の中には水路が㌔、
橋が本もあり、「東洋のベニス」と称
されている。

台児庄運河（山西省南部、棗庄市）
　台児庄は山東省棗庄市に位置する市轄
区。水陸の幹線が交わる位置関係から、清
代には船舶の往来が多く「天下第一庄」と
呼ばれる商業の町であった。古城の中にま
で流れ込んでくる運河は、「東方古水城」
独特の趣を醸し出している。

天津楊柳青運河（天津市西部）
　楊柳青鎮（町）は天津市の西部に位置し、
北には子牙河と大清河が、南には大運河が
流れている。明・清時代に運河が開通し、
水運が盛んになった。秋になると南からの
食糧運輸船が集まってにぎわい、北方の
「小蘇杭」（ミニ蘇州・杭州）と呼ばれた。

常州運河（江蘇省南部、常州市）

　常州は別称で「竜城」とも呼ばれる歴史
の古い文化都市。江蘇省南部、長江デルタ
の中心に位置し、北には長江が流れ、東は
太湖に臨む。京杭（中国）大運河が市内を
通っている。山水の美しさから「グリーン
の仙境」とも言われる。

南潯運河（江蘇省北部、湖州市）
　南潯は浙江省湖州市の東に位置し、上海、
蘇州、杭州など主要都市まで㌔と交通
の便に優れる。中国歴史文化名鎮の一つで、
中西合壁の古典建築やかつての文化人の庭
園などが多く残り、古き江南水郷独特の趣
が漂う街。

寧波運河（江蘇省北東部、寧波市）

　寧波は古い歴史を誇る沿海部の港湾都
市。唐代から日本、新羅、東アジアの船が
往来し、宋・元の時代にも日本の仏僧が遊
学した。沖合いには舟山列島が浮かび、西
方は紹興市や台州市と接している。

　
１
６
０
０
年
前
に
建
設
さ
れ
た
世
界
最
古
の
大
運
河
「
中
国
大
運
河
」
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
が
６
月


日
、
ユ
ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
が
カ
タ
ー
ル
・
ド
ー
ハ
で
開
い
た
世
界
遺
産
委
員
会
で
決
ま

っ
た
。
同
時
に
中
国
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
キ
ル
ギ
ス
の
３
カ
国
が
共
同
申
請
し
て
い
た
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」

も
世
界
文
化
登
録
が
決
定
。
こ
れ
で
中
国
国
内
の
世
界
遺
産
は

件
と
な
っ
た
。

　
世
界
遺
産
委
員
会
は
大
運
河
に
つ
い
て
「
世
界
で
最
も
古

く
て
長
い
人
工
の
水
道
。産
業
革
命
以
前
で
は
最
大
規
模
で
、

最
も
広
範
囲
に
及
ぶ
土
木
工
事
だ
。
中
国
南
北
の
物
資
の
交

流
と
領
土
の
統
一
管
理
を
促
進
し
た
」
と
評
価
し
た
。

　
中
国
大
運
河
は
、
北
京
～
杭
州
を
結
ぶ
総
延
長
２
５
０
０

㌔
に
及
ぶ
運
河
で「
京
杭
大
運
河（
け
い
こ
う
だ
い
う
ん
が
）」

と
も
呼
ば
れ
る
。
紀
元
前
か
ら
部
分
的
に
開
削
さ
れ
て
い
た

も
の
を
隋
の
煬
帝
が
整
備
、
６
１
０
年
に
完
成
し
た
。
大
運

河
は
途
中
で
黄
河
と
揚
子
江
を
横
断
。
歴
代
王
朝
か
ら
現
代

に
至
る
ま
で
主
に
物
流
の
大
動
脈
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

る
。

中国大運河
　遺産種別：世界文化遺産
　遺産所在地：北京、天津、河北省、河南
省、山東省、安徽省、江蘇省、浙江省

◇
　中国大運河は京杭大運河を含む世界で一
番古く、長い人工運河の総称。万里の長城
と並び、中華民族の文化を象徴している。
今回世界文化遺産として登録された大運河
の全長は約㌔。大運河は北京、天津、
河北、河南、山東、安徽、江蘇、浙江の６
省２市を通過して、海河、黄河、淮河、揚
子江、銭塘江五大水系とつながる。遺跡構
成箇所はカ所にのぼる。

山
水
浙
江

世
界
遺
産
の
西
湖

銭
塘
江
の
大
逆
流

紹
興
酒
水
郷

烏
鎮

西
塘
鎮

　中国８大古都のひとつに数えられる浙江省
の省都杭州は、マルコ・ポーロに「世界で最
も美しい都」と称されたことでも知られる。
　上海の南西約㌔㍍の場所に位置し、高
速鉄道を利用すれば上海からは最速約分で
到着する。周辺には杭州一の見どころともい
える世界遺産「西湖」のほか、毎年中秋のこ
ろに大逆流が起こることで知られる「銭塘
江」、魯迅の故郷で中国を代表する酒の名前
になった町「紹興」など、見所が多い。もち
ろん杭州市内にも霊隠寺や六和塔などに代表
される歴史的建造物や各種博物館、テーマパ
ークなど数多くの観光スポットがある。
　今回、杭州では六つの遺産地点、五つの河
道、合計カ所が遺産構成個所として登録さ
れた。富意倉、凰山水城門遺跡、橋西歴史街
区、西興過塘行埠頭、拱宸橋、広済橋の６カ
所の遺産地点、杭州塘段、江南運河杭州段、
上塘河段、杭州中河―龍山河、浙東運河主線
の五つの河道が登録されている。

　浙江省、江蘇省、上海市周辺は江南水郷と
呼ばれ、至る所に水路に囲まれた町がある。
浙江省の代表的な古鎮には「烏鎮」「西塘鎮」
がある。
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今
年
の
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ
（
中
国
国
際
旅
行
博
覧
会
）
は

月

日

（
金
）
か
ら

日
（
日
）
ま
で
、
上
海
新
国
際
博
覧
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ
は
毎
年
国
内
外
か
ら
２
千
人
以
上
の
セ

ラ
ー
、千
人
以
上
の
バ
イ
ヤ
ー
が
参
加
す
る
大
型
旅
行
博
覧
会
で
、

会
期
中
は
世
界
各
地
か
ら
参
加
者
が
集
結
す
る
。

日
に
開
幕
を

迎
え
、
３
日
間
に
わ
た
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
や
交
易
会
、
特
色
あ

る
ブ
ー
ス
出
展
に
よ
る
観
光
情
報
の
紹
介
、
発
信
が
行
わ
れ
る
。

　
上
海
市
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ

ア
ー
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
、
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
・
イ
ベ
ン
ト
）
施

設
は
非
常
に
豊
富
。

以
上
の
展
示
施
設
、
二
つ
の
大
型
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、
１
０
０
を
超
え
る
高
級
ホ
テ
ル
が
あ
る
。

　
年
間
を
通
じ
て
、
国
際
レ
ベ
ル
の
展
示
会
な
ど
が
開
催
さ
れ
て

お
り
、
本
年
秋
以
降
も
中
国
国
際
医
療
設
備
設
計
と
技
術
展
、
上

海
紡
績
服
飾
展
示
会
、
２
０
１
４
ア
ジ
ア
電
子
展
・
中
国
国
際
半

導
体
博
覧
会
な
ど
が
目
白
押
し
だ
。

　
ま
た
市
内
、
周
辺
都
市
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
客
層
の
好
み
に
合
っ

た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
点
在
。高
速
鉄
道
の
発
達
に
伴
っ
て
、

蘇
州
や
杭
州
な
ど
の
近
郊
都
市
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

分
か
ら
１
時

間
ほ
ど
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
上
海
の
便
利
さ
や
選
択
肢
の
多
さ

が
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
前
後
の
プ
レ
・
ポ
ス
ト
ツ
ア
ー
の
満
足
度
の
高
さ

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
中
国
は
２
０
１
３
年
に
世
界
最
大
の
海
外
旅
行
市
場
と
な
り
、

４
年
に
は
約
１
億
２
千
万
人
の
海
外
旅
行
者
を
送
出
す
る
予
測
が

あ
る
他
、現
在
世
界
３
位
の
観
光
客
受
け
入
れ
国
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
の
観
光
市
場
は
ま
す
ま
す
伸
び
る
見
込
み
だ
。

　
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｍ
の
詳
細
、出
展
希
望
は
公
式
Ｈ
Ｐ
か
ら
ア
ク
セ
スhtt

p://www.citm.com.cn

。

主な内容
開幕式：月日（月）午後３時～

あいさつ、テープカット、席画披露
と交流

講　演：「私の初めての中国」
月日（木）午後４時～６時
大学１年生の女性４名が初めて中国
に旅行し、現地の人々と触れ合う中
で感じたことについて発表する。日
本で知っていた中国と実際の中国と
の違いについて語る。

セミナー：「天津観光の可能性」
月日（金）午前時分～午後
０時分
中国を代表する港湾都市である天津
観光の魅力、日本の都市との間を結
ぶ航空路線などが活発化する中での
日本との交流について天津の旅行会
社が力説する。

『天津文化観光ウィーク及び衆芳所在－東方芸術
展』
開　幕　式：月日（月）午後３時～

あいさつ、テープカット、席画披露と
交流

展　　示：月日（月）～日（金）
午前時分～午後５時分
※最終日午後４時まで

講　　演：「私の初めての中国」（学生４人）
月日（木）午後４時～６時

セミナー：「天津観光の可能性」（天津の旅行会
社）
月日（金）午前時分～午後０
時分

開　催　地：東京中国文化センター　東京都港区虎
ノ門３の５の１　森ビル１階

主催団体：東京中国文化センター、中国駐日本観
光代表処、天津市観光局、天津市美術
家協会、南開大学東方芸術学部

後援団体：中華人民共和国駐日本国大使館、新華
社日本総局、日本外務省、日本国土交
通省観光庁、日本政府観光局（ＪＮＴ
Ｏ）、一般社団法人日中友好協会、日
中友好議員連盟、社団法人日中協会、
一般財団法人日本中国文化交流協会、
一般社団法人日本旅行業協会、一般社
団法人全国旅行業協会、一般社団法人
東京華僑総会、日本華僑華人文学芸術
界聯合会（予定含む）

　
中
国
国
家
観
光
局
駐
日
本
国
代
表
処
、
天
津
市
観

光
局
な
ど
は

月

～

日
の
５
日
間
、
「
天
津
文

化
観
光
ウ
ィ
ー
ク
及
び
衆
芳
所
在
―
東
方
芸
術
展
」

を
東
京
・
港
区
の
東
京
中
国
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
く
。

　
中
国
を
代
表
す
る
港
湾
都
市
と
し
て
栄
え
た
天
津

市
の
文
化
遺
産
、
観
光
素
材
な
ど
を
Ｐ
Ｒ
。
天
津
南

開
大
学
東
方
芸
術
学
部
の
芸
術
家
も
来
日
す
る
。
書

画
、
篆
刻
の
実
演
、
陶
磁
器
の
展
示
も
行
う
。

国
内
で
最
も
長
い
商
店
街

「
和
平
路
金
街
」


